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平 は島 成 望
のである。
Ci:i: 1) J. Cownie, B. F. Johnston, & B. Duff, 
“The Quantitative Impact of the Seed-Fertilizer 
Revolution in West Pakistan : An Exploratory 
Study，＇’ Food Research Institute Studies in Agri-
cultural Economics, Trade, and Develoj,ment, 














































































































土地制度に校 Jたことでよ勺ふ＂最後の 2}, 
の限界であり，今後改替せねばならない。以下経
路仏），（齢、について若干の事実関係を整理しよう。
（注 l) /: ＂えば最近 1:,¥V. P. Falcon ＂＂ふ之はこ
の点を，：；； F' 了l、る。Waite,P Falcon，ぃThθCreen
Revolution: Generations of Problems," American 
Journal of Agricultural Economics, Dec. 1970. 
（注 2) Lester R. Brown: J.近著の中で，内迎ikの農
業問題；l';d可c'〕問題より vtとLう政治のr,:rt cり，
その解 ？＇と I,•\. lしは農民よ’J:Jとしろ政fl本c°)f.l」かか
っているとまで極百しているοLesterR. Brown, S.四 ds
of Change: The Green Revolution in the 1970's 
Kew York, l日70,p.11 




とすると， SO%の現物（./< v1 I与の小f片山／← I アー
は OAH~1 下る。今新i-'.f! 1•： 小作農が心人［／二と 1
ると，i将分 CDGHは小l'P殺に帰属するはずである。し
かし実際は小作契約により，小作農の取り分以CDEF
となるc j山 i ：：支払わ~， :c'. 1乙FCHo; fi；のこ；い：，iJ）場
入者がa,L「止1i'JI：支払わti:I cJ ,・, 'J.いm刊 行え／いわ
































































第 1議 州別トラクター， tube-well購入台数（1947～1968年）
m t, 1947～1954 19日～lリ59 ] ')6（）～1964 1965～1968 
ブ ク ゐJ
パンジ辺ャ境ーブ 233 472 2,949 11,369 15,023 
i七円 リI 31 49 184 755 1,0J'l 
シ ／ 69 122 849 I、519 2,55'l 
パルチスターと〆 11 24 49 224 3りg
l仁~、 百十 344 667 4,031 13,867 18,909 
一一一一
一一－ tube-well 
ノf／ ジャーブド 1,030 2,800 23,900 41,300 69,030 
北西辺境州ド 160 300 710 1,390 2,560 
シン 500 250 580 1,290 2,620 
パノ，1,Tフター／ 90 50 260 1,110 l,5JO 
メj- l ,780 :i ,400 25,450 45,090 75,720 
（出所〉 A Report on Farm .M~echanization Survey Agricultural, Census Organization, Ministry of Agricul-
ture and Works, Gov’t of I》akistan,Mimeo, 1969川作成勺
第 2 表 土地所有規模別トラクター， tube-well所有有数（1968年）
土（エ地ー所カ有』規）模 P河 I 台トラ（ク3）タ数ーI 皆m I t台ul昨（5~数ell I ~61 l 用れ水る販tt1売る~に~~，もel用l 台い数らI (7),(5) トラクケーm有打。 496 574 3 4,680 7 870 26 
～ 13 425 3 450 3 3,320 4 800 34 
13～ 25 97!! 7 1,025 6 15,240 20 4,730 34 
26～邸） 2,247 16 2,326 14 18,050 24 6,290 29 
51～100 3,24'.! 22 3，必7 21 14,240 19 4,650 26 
101～200 2,892 20 3,094 19 9,120 12 1,790 18 
201～500 2,798 19 3,238 19 5,550 7 550 15 
500～ 1,49fi 10 2,469 15 5,520 7 850 部














内変更：1川 l斗：）、 トラケターの規格化 （［＇.日咋）、出
禁止耐！の整friHi重復し亡し、た成長長Rf;ど農相；ij発融資
心社とυ－） f, '.J:；司 l'.,ol),lrJ I勾ア七ン「 l）ー工場ーの，i'.i:i"t
？専の OJ'.J庄内1必［夫iiこよ－ ＇て，その f，！えは象もi欠の
homophilic le集団(!'Jf1上層J-＼と；耳i仁正i；的な技術伝
l1五にij＇注目丹！：とたとり（第 l去、 1白コ夫〉、そのJ品f'/i二j) 
！いじ J文官1:!LS-;_, rm拐の自体Ji1(J性lふ’， ，－》生d1'iJ-i1l: 
i件、！：変化し一こいふ tube ¥¥'dl:t 1:JtlJ,t",1_/j',とトヤ
ケケ」 hiと、f)n’it本1/J1:1県｜主jf,'f;/': l, f~ /: I，、 L，て（fl
1fq1'UrJfd1fi-' > dil立は治，；;t；：；こ上心 jJI iむ（け坑I｛亡｛仁、 lj] 
















こと itWJ特しがfこL、。 トラククー， tube-wellの経
済u；土－J－でに -fL~止さ j Lぐいるから〈注6），こ41らび）
技術品込さらに拡大するために必要とされる土地制
1>J-:1~'.l ]'(: n J;1i',1 l土i欠！｝） :) ，＇人全 jすえることがでるの第
l I上li/1[！］｛ヒびl);1,,1εある。：i’；ゴ it ，］、f1:訟の己主:iEて














域 rラクタ長 i せ話料~i 柑絞地域









トラクタ－ I 総数おjに対（%す） 









)'; :1 は，J 、 f1•fl]ljrJ) 廃止でおり、
J,1 t一会 J J山jl!f正寸＂＂ trt,Jがおるりそ ） .. ,:t、 Ii 
/1 J；生印J,ι、 仁 J ごJ山：T: P卜（jqj!J::-c'J~＞ぴ）ノゴ！／＆止す
ア 戸 l ーテペ i • 
’＇－ －三、／山 ／j 他のーペ；t『1,"f業機同（ヒを iI 1 ,C，.と
寸る ｜資本仁義的fct'iよU ，ソドル
二とでJ；－， るに
これら／）,Jfi包なじ士革山J;1,1v)1J c irlcL 1兄実性合
t, ' ）もし＇）， つまり民業機械化とし、う技術が，／レ1ζ
くとも全任期「i'.J，二上 IJrfo ＼、経済：「J1JH生をjQユ｝とできう
るようなは；1＇.：しりか日， j；ムその他1¥:i'l:'lIJ句i全店Hこす jし




このこと主主H:tてレる 0 J:J也己＇；／）p：が， jえヰミそう




J-:J也c',e，平Jと；土， ふる政治主体カヘ l'J L', Cl政治 ~j
的を1宝f戊するためtハ寸話どして'J:C/,;(iIする ~u也の諸
十1Uirt:に快J-iG’疋存立である！:l7 ¥ しfこが予て！てi也己主






























































〔j住1〕 j二地己＇zl!'.<iノ nr.:・ 1日Ilイ Lf‘ li!i"f 「，；Liパ t
k タンバj I j也円：r／：＇，』（アシ手経済研＇）［ l;)i, ]96:11！＇）そぎ
it:' ,cs i l ／・＇可 v
(;t 2〕 ナ：＇・ ;' :.:, V究 ；＇）［日ifj:¥t,,El民民計七日会心
l,'i;t; ！ナここi二地Lil小（〆すζ施され九刀っ戸が） [ t, LJ1il 
'.i i'／）卜I!.を港紙j也て 1soL , c 1; ,rl' J止l也450L・ 
Vー）と l.／.＇川 195~H rノLなI(,.,:U:1事以地ら00ユ !; 
( jトi¥'I.r.fJ112]()()() '.' 卜J ）ご宇i t; o 'i ／：日（Ji!i怜I(
Wi I I, ,•j 、：＇1 ぞ·， r：＇：；~ t', r, [ i十＜ ,. f才＼ず司：1来二.，’j、f’II): 
，＇，長汁 1世主Tト＇.Iすぷ ・j i:,: ご＇と士 r 作
（礼会 3) 士的！虫【＇（，.〆I）支比状況I.:l:J. I・ u；一つりの
l地 C.:iy，：て［日： 1.,:. r; 1 c mr:.q U9ι4:112/J JJUI二）
（人）
1 500ェ ヮ 1：、｜：ド，iii：ていナj也」配政 5,218 
(i) 桃め、 IJ地」h 755 
(i) .J; l[lJI J古1r, 4,46:i 
2 5(}().L. l；～ l J I , > J1il -_t ,/•JI/ Il 1l'i L人＇ ( T. う←）
円r・f了封k（，ド｜ 4,31'.l,940 
(i〕 被以Ji]地主υ，r10也 :J,98fi,28fi 
(i) J1 J;UIJ j也ヰυ〕rir111也 ;;27 ,654 
'.l J[z/JIJ:i;(,,I 2,195,:104 
(i）叫n卜；：丸 1 I I・. t也 9乃9,4SO
(i) il l'I " ; ・ . ，人市 i・ I lti l ,2S5,1'54 
(1' ！？〕（（） i•i ,If J也
｛ロ；・ i H 






付4 ;: v’f/1 t、可制J也
4 型I'.J ' t:／：チ地frι（
(i) j 、fド人.•＇， ＇／） 分配j也
(i) 小iJt1)j ')j I也へJ ・/r: }i Jtg 
(ii) 主；zb! 














( 1HTi/i) Land Commissionの原資料上り「F.吠η
Ci、今 4) 」j也己＇（ Ir,.
!i沈 fr"・i，、 iス佼ンfミ主4の機械fヒ』（：〆シ 7イ子，守恥［＂，ピ
1＇！、 1%fi'.IっそむPi'.¥乃jけい。 ！(.l；てとご「行4；ラ
官（Iり1'字、：j ,t. t,.、）Jパ；， l：ん I,: J也1：，勺 i({',l¥J也fr「
i'i {iJ1i! f j j1Jj治 ιn'{,:;i也t,J、fli地，＝ 2 I.ナ，＂j lごし、る〉 ,: 
J ・》 ji '.Jれいj行熊〈， J也j方、’1,1[ j;をの ・l;IJろ＞1liL 
！ノ， i'i刀（世＇JYi・をil'＇と i!T吻1(,jけ.／）＇：，.；Jr:それな p どい
ら今 ；，＞Ji[i t二ぷ〉「行本主義的伝＇.＇＼ JLt k.hl：七：’1(
p; Fせかん L/: l 、に中j、l也t0) l'＇／、＼Jil【にか、止浮上， ,jイ1
1与し行 ,;i'¥i占t,・ff 1,、ti虫、，・ l行／JI'.i. ・cl・；：， η カソ Jν＇），む！ヰ
, l , Jt¥ I. 1ミf本，主とい
i,ilケl' fア、＃U(Ji「二、主ごt王；トご・＂＇土円己 （］1, •J 、 l'nせ1 止P ぜy ノCc’ 
.. , , J / ・ 1t'lf(; J也C :Jl•'.ii 骨骨去の f上会＇'i'J 1生1名に ！， 五t
u'/i (I’Jl"c T＇が悦！＇，、とし、 1二C ・;- ,V》ろ内
(ri今5〕 1%0年J;t業ヤ／ザス［：上る ） n i1°地と ・J、i'i.tJ!l
し＞，t;j{,:JLJ.l、，！） 七J;りごあら η
1. nn除、り経’I"；’1/!if貨




4. 1' f乍Jt巨{, ,I 











（；！ニ （i) tube－明・el の経済性に限！！てit, Ghulam 
Moh,,mmad，“ Private Tuhe well Development and 
（もroppinιp川ternメ in ¥Vest Pakistan，＇’ Pakistan 
Deζ，eta／》mentReview, Spring, 1965, H. Kaneda & 
¥foh,L Ghaffar，“Output Effects of Tube wells on 
the d勺）＇.ricultureof the Punja¥, : Some Empirical 
Ⅲ　西パキスタンの技術改革
1971090065.TIF
R田 ul色” ResearchRe／》art入：o.80, Pal、ist:mfnsti・
tute of Devdopment Eco,omiにs,March, 1969.を参
照されたい。
トラクターの経済性に閲しては J Cownie, B. F. 
Johnston, .s> B. Duff，“The Quantitative lmpact of 
the See、IFertilizer Revol utio 1 in U沿うtPakiメtan:
An Exploratory Study，，と t山c)t『農業の機械化J
130～238ベー叩ジを参照、されたL、。
Ci主7) 卜的改革に関1る，t/'i,tl.の論J・P概イトの｝チ検
討に関 I :i:., J1i稿“ Reconsiderationof Land Re・ 
form," Stud ie.・、inAsian Oeuelopment, I >,!hi ::icho-
ol of Economics, 1971 (forthcoming）参照。
(i" 8) l叫パ当スタンの一l二地改，＇，＇，： ( 1959）でj由工！？ 
がAlもi1fげ Y •;:,.t, した原：'<i ') -) fこ， 1荷・tr'f｛；吹が産
業資本’どャ： I、fーすること l L . , ＇.その社二、 Iリ）［＇i )Jを
i詰めて＇・ •• に触発さ jlブーごとが挙げ，： H Uの J 方
小fr慢のガ』t, l"J ~,r J)中小['Ji'ド伎の＇I＇長¥f）］ が停滞じて
いたために地1：府ほどの反応はみられなかった。同じ
ことは I' i＜：川してもい＝し まり H,f＜、川 i伐；宅の土




(1873年34%, L943年4れ｝（ご Iって明方自！ ず：、子。
M. Kajita, Lmd R弓formin Japan, :¥gricultural 
Policy Res日archCommittee, 1965, p. 12白
( i主9) 企Il論文は向収量品絡を農業機材Hじの代際
的戦略 h j' ＇.きことを引 ＇！＜ ，＿ている。 I-LKancda, 
Economic Jmj•lications ol the“Green Rei•olution '
and the St山内,gy of ,•1gricultural Derelojnnent 
in West Pakistan, Research Report No. 78, Pakis-




















































































































































































































































































































































































































































































































州 名 itube-well J脱海地，（canal) , 
i総 数！に堀られた数
j七両辺 1立川 I2,560 I 1,460 I 57 
パンジャーブ外II 69 , 030 I 46, 700 I 68 
シンド州 I2，位。 I 1,2so I 49 
パノレチスターン州 I 1,s10 I 460 I 30 
西パキスタン合計 I75 , 720 I 4, goo I 66 








B= benefit, C=cost, K孟初期固定資本，T一二耐久
年数， iエロ利子， 。＝維持管理費， r＝資本の利！fl]
h推計に関する基礎データーはPaustian,P. ¥V町，




なお：1～＞＇Tまでは Perenialcanal, (8）～（！日ほ Inn-
undatiort canalであるn t fこ（7）のトリア:c・t'-z 

































l士噌米ど i己］様水の安定的供給~＇. ' 











日I ‘＼＇ ; r.i × 1968169 
JI I I I之、＇I'
r ;:-I / -' ウー）・ l 96S/66 
20 
3屯























A ,--- -------- o -.12) 
会，”＿...－－ A 
，’ J〆’ o
_ , / ----－－ーーー』一ーーー－－－』～II
・－－’／ -－－－’。




－ 0 30 60 90 120 150 N(K,<1今は60lbsl土問＇,i:＼ポノ hC/btYT) Annual Technical Report: Accelerated 
¥Vhcat Improvement Pro耳ram, The Planning 





。l、J);,-k ＇－世， u,1数 3＇口I!
• 2、，， ( " 6 1"] 
A 3/ M便可Eνak66 （：骨筏日数3f < ' ； i
企 4、，， （伊 61函）
X 
10 





γ(1_027十5.:=l098X, R＇ェOn2, t二 :=i.n4
}'=2,508十14.6667X, R2=0.6l, t了 3.51






pak）と在来傾（lirlぇ｝どの収足正でふる。：A'§ 2 li. 
i土，在来障と rl＇：；以E品種の晶；直投入阜の手離であ
る。第：l＇日、it[ij 一！tr'11.irJ数IJ:;y/1:;N日数がJ(~iJ日する
と 11:r その.~そk，＇；凶i を上むにシ 7 卜さ 1r ることであ
る。そして；有4点はう i整ifl{7K4,；と肥、い役入民との
ね11壬作用である，，つまり前jJlJ!.il:r'd：絡が従来f,（｛こえJ
して絶品rf乏イ，'I.tri与〔／コよこめに［士、 多Itn 1m iWf ,kとJI巴
朴が不可欠であることを示LてL、る。国際的にみ





ぴ〕原閃；土， 二i争じ＇Jf1lfifiBt守護J合同：である〆i1¥ f ）主
り小麦にけ十る支VifiけJi終制ど杷rl’， 1;1°~｛に付する
（曲1各補i功がそれで占， ;.J . :1 :1 ，し日正tr:(I) +:J也H}l])¥l:'
(!) q-1で，.r,li.：／てき三「資本二Ljを（t'J;J+;I'.:iが新技術
湾人に陥同i't.Jt ,l;1J 士＼＼~／：－ L C.、ることである。第
1土、地J日11・1m地、 i’l!'I I：村山？で！！？地ごみじれノ
と：， I資本l；；主的 Tl:~ ':i3、！日夕~＇ ？ι，t IJq1 Fトi11＂民内
IMJぐも（：jl［ぇi止，'i?,HUt)nえして Lふ，，そi1i tr:':1l'U日：
M,:f重のもつ「収自主効果」 上:i1', Jよしん 1lX:：；＇；タJ
1:J liil2J／二上ゐ L.；，と忠ilれるつ
(2J 高収益M，誌と階居間， Jli＼域間格差
さて1.ill _lJ: r'i，＇，待は，その＇／ t-r之i品f呈におい亡院を国





























立 p た Yーヤをホつ場｛'iであるから，実際の投入
尽は適正iW；、ら外れるのが普通（南アジアの場合ず




















il_iJ身畏言主舟 il• ら tu］】じW亡IIυJ ｝官永企日蔭人ずと3 か（立； 
1 ，～〉，ふる
〉二と；二 r仁ζ〕；＇、 .f，：り l',:jf1lit；.機i主't号丹j:'i. k: l,＇、うこと
干1)1，在が卜分実1見するためには、
トヲク守一， tubewellの購入資金にしてえ（工、
れも「i己資金のィながそれぞれ59%と72＇）｛，であり，主九；二 tubc-\\C'll の ＼lf［－）えが十三6よf~7Jん，，巴、咲ごあふ υ



















ヨ｝ ;jは，従来の民主経営の内＂r{~ コ上 0）：見模にお

























:;f} ；）に，／1lfi十持政策 Cあふ。｝匂 Iミ＼・λ ヤンに才？け
る出収日；in',f＇五（.＇）普及が llf[(J/,Jで／hコ／こ以内山 A つが
｛~j_iよ行なわれたノ，、ン J ャ
r 山 Y r ノ ザ














































社会出i'I』， 7 ゴア経的研究！＇Jr, 1966;1）に簡単；こ
紹介してあるが，濯提E入拙地（c阻 alcolony）に j也主
(landlor仏ヨ Fン（yeoman),!'I VI'農（peas姐 t）企混
入させ，社会，政治，経済的りーダーシップを地主，
Eーマンに即l侍した。突際はこれらは不在化し，三の





S. Ishikawa, Agricultural Development Strategies 
in Asia, The Asi出1Development Bank, 1970, Ran-
dolph Barker，“The Revolution in Asian Food Grain 
Production，＇’ mimco, 1970 (?), R. Barker & V. l.、－0-
nlova，“The Impact of New Technology on Rice 
Pr曲 Iuction-/¥ st町lyof C、hang，ぅ inThree Philippine 
Municipalities from 1966 to 1969，” mimeo, 1970 ,Le-
ster R. Brown, Seeds, of Change: The （子reenRι，olu-
tion in the 1970's (New York, 1970), B. F. Johnston 
& J. Cownie，“ The Seed-Fertilizer Revolution and 
labor Force Absorption，” America刃 EconomicReui-
e叫 Vol.59, No. 4 (Sept. 1969), W. P. Falcon，“The 
Green Revolution: Generations of Problems,'' ,1me-
1'ica1 Journal of Ag，・iculturalEcono明化，， Vol. 52, 
No. 5 (Dec. 1970), C. R 羽Tharton,Jr.“The Creen 
Revolution：仁ornucopiaor Pa町 lora’只 Box？，＇’ Fore-
ign Ajf,1irs, Vol. 48, No. J (April 1969），古賀正則
「f> I＇設業 ω新 L' ＇／，，；出ーいわゆる｜紋のギ命 Jを
めくふって－ ・, (I ) (II）」（『アジア経済.JI,1970年6月，
7 J,; ）。
(i: 3) 「先導投入」の概念は石川教段によって導入
さ J、h れ S. I必ikawa,Economic Development in 
il.si,w Penj•山tive (Kinokuniya, Tokyo, 1967), PP. 
8494参照。
(,H 〕 I•、alcon と（;otsch /; tul》e
して （！）絞 i斉但‘の商さを指 j筒している。 W.P. Falcon 
＆（冶rlGotsch, Agricultural Price Policy a11d the 
Develop明 entof West Pakおtan,Cambridge, 1970, 
p. 6. 8. 
(i: 5 ) B I¥.L Bhatia, Famines in f町lia-AStudy 
in Some Aspects of the Economic History of India 
(1860～1965), 1¥sian l'ublishing House, 1967, PP. 
198～199. 
Ci' 6) 1910紀中世：し）二つの代初の IrrigationCo-
mpanyが倒産してから，すべての濯税事業は1864年か
ら政的符結仁なず〉たわ B.M. Bhatia, ibid. p. 125 
(il'二7〕 パンジャーブの canalcolonyでの最近の
調査では，地税をも合算した水平lj税は，全コヌ IU) 5 
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っとして挙げている。 Brown,Wharton, Barker, 
Falcon，古賀の諸論文（注16）を参照されたい。














































値民地支配を｜此しと却余＂ i. 1"I故，東山アジア諸L!Ul9 
世紀的状態からぬけられないのか。これら発展途上諸国
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